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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信品質を測定する周波数範囲を示す測定帯域情報を、基地局から受信する受信部と、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲で受信品質の測定を行う測定部と、
　を有し、
　前記測定部は、前記測定帯域情報で示される周波数範囲の同期信号を用いて受信品質の
測定を行い、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲において、複数の特定のアンテナポートか
ら送信される信号の各々が受信され、かつ、受信された信号の各々のセルＩＤが同一であ
る場合、セルＩＤが同一である信号のうち受信品質が高い信号に基づいて受信品質を決定
する、
　端末。
【請求項２】
　前記測定帯域情報には、複数の周波数範囲が含まれる、請求項１に記載の端末。
【請求項３】
　前記受信部は、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態である場合、前記測定帯域情報を、Ｒ
ＲＣメッセージを介して前記基地局から受信し、ＲＲＣ　Ｉｄｌｅ状態である場合、前記
測定帯域情報を、報知情報を介して前記基地局から受信する、請求項１又は２に記載の端
末。
【請求項４】
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　基地局及び端末を有する無線通信システムであって、
　前記基地局は、システム帯域幅のうち、前記端末に受信品質を測定させる周波数範囲を
指示する測定帯域情報を、前記端末に通知する通知部、
　を有し、
　前記端末は、前記測定帯域情報で示される周波数範囲の同期信号を用いて受信品質の測
定を行い、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲において、複数の特定のアンテナポートか
ら送信される信号の各々が受信され、かつ、受信された信号の各々のセルＩＤが同一であ
る場合、セルＩＤが同一である信号のうち受信品質が高い信号に基づいて受信品質を決定
する、
　無線通信システム。
【請求項５】
　端末が実行する測定方法であって、
　受信品質を測定する周波数範囲を示す測定帯域情報を、基地局から受信するステップと
、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲で受信品質の測定を行うステップと、
　を有し、
　前記測定を行うステップは、前記測定帯域情報で示される周波数範囲の同期信号の測定
に基づき、受信品質の測定を行い、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲において、複数の特定のアンテナポートか
ら送信される信号の各々が受信され、かつ、受信された信号の各々のセルＩＤが同一であ
る場合、セルＩＤが同一である信号のうち受信品質が高い信号に基づいて受信品質を決定
する、
　測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザ装置、基地局及び測定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ方式の移動通信システムにおいては、ＲＲＣアイドル（ｉｄｌｅ）状態のユーザ
装置ＵＥが、在圏セルの基地局ｅＮＢ及び周辺セルの基地局ｅＮＢから送信される信号の
受信品質（Reference Signal Received Power（ＲＳＲＰ）／Reference Signal Received
 Quality（ＲＳＲＱ））を測定し、測定結果に基づいて、セル選択（cell selection）又
はセル再選択（cell reselection）を行う（例えば非特許文献１参照）。
【０００３】
　また、ＲＲＣ接続（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）状態のユーザ装置ＵＥが、在圏セルの基地局
ｅＮＢ及び周辺セルの基地局ｅＮＢから送信される信号の受信品質を測定し、測定結果を
測定報告（measurement report）として基地局ｅＮＢに通知し、当該基地局ｅＮＢが、測
定報告に基づいて、例えばハンドオーバの制御を行う（例えば非特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４　Ｖ１２．４．０　（２０１５－０３）
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　Ｖ１２．５．０　（２０１５－０３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　現在の３ＧＰＰの規定では、ユーザ装置ＵＥは、システム帯域の中央の６ＲＢ（リソー
スブロック：Resource Block）又は５０ＲＢの帯域幅のリソースを用いて受信品質（ＲＳ
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ＲＰ／ＲＳＲＱ）を測定するように規定されている。一般的には、ユーザ装置ＵＥは、電
力消費等を考慮し６ＲＢ分の帯域幅のリソースを用いて受信品質を測定することが多い。
【０００６】
　ここで、６ＲＢ分の帯域幅を用いて受信品質を測定する場合、正しく受信品質の測定が
できないケースが存在する。例えば、図１に示すように、１０ＭＨｚのシステム帯域幅（
実際の伝送帯域幅は９ＭＨｚ）を有するサービングセル１と、サービングセル１の中心周
波数より－２．５ＭＨｚ離れた周波数を中心に５ＭＨｚのシステム帯域幅（実際の伝送帯
域幅は４．５ＭＨｚ）を有する隣接セル２と、サービングセル１の中心周波数より＋２．
５ＭＨｚ離れた周波数を中心に５ＭＨｚのシステム帯域幅（実際の伝送帯域幅は４．５Ｍ
Ｈｚ）を有する５ＭＨｚの帯域幅を有する隣接セル３とが存在しているシナリオを想定す
る。本シナリオでは、隣接セル２及び隣接セル３の伝送帯域の間に０．５ＭＨｚ（５－（
４．５＋４．５）／２＝０．５）のギャップが生じてしまうことになる。従って、サービ
ングセル１においてシステム帯域の中央の６ＲＢの帯域幅を用いて受信品質の測定が行わ
れると、隣接セル２及び隣接セル３からの干渉量が十分に考慮されなくなってしまう。
【０００７】
　このような問題を解決するために、ＬＴＥのリリース１１では、広帯域ＲＳＲＱ測定（
Wideband RSRQ measurement）と呼ばれる仕組みが規定されている。広帯域ＲＳＲＱ測定
は、システム帯域幅のうち実際の伝送帯域幅を用いて受信品質の測定を行う方式である。
しかしながら、広い帯域幅で受信品質の測定を行うことから、広帯域ＲＳＲＱ測定が用い
られるとユーザ装置の電力消費は大きくなる。
【０００８】
　現在、３ＧＰＰでは、システム容量の更なる大容量化等を実現するために第５世代（５
Ｇ）の無線技術の検討が進んでいる。５ＧではＬＴＥと異なる無線技術が採用される可能
性が高いことから、３ＧＰＰでは、５Ｇをサポートする無線ネットワークを新たな無線ネ
ットワーク（ＮｅｗＲＡＴ：New Radio Access Network）と呼ぶことで、ＬＴＥをサポー
トする無線ネットワークと区別している。
【０００９】
　５Ｇでは、ＬＴＥのシステム帯域幅（最大２０ＭＨｚ）よりも更に広いシステム帯域幅
をサポートすることが想定されているため、広帯域ＲＳＲＱ測定を用いると、ユーザ装置
の電力消費が更に大きくなってしまうという課題がある。従って、５Ｇでは、受信品質の
測定において、図１で説明した課題を解決しつつ、ユーザ装置の消費電力を抑えることが
可能な仕組みが必要になると考えられる。
【００１０】
　開示の技術は上記に鑑みてなされたものであって、セル毎に隣接セルの干渉を的確に測
定できるようにするために、受信品質の測定方法をユーザ装置において柔軟に設定可能と
する技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様によれば、受信品質を測定する周波数範囲を示す測定帯域情報を、基地
局から受信する受信部と、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲で受信品質の測定を行う測定部と、を有し
、
　前記測定部は、前記測定帯域情報で示される周波数範囲の同期信号を用いて受信品質の
測定を行い、
　前記測定帯域情報で示される前記周波数範囲において、複数の特定のアンテナポートか
ら送信される信号の各々が受信され、かつ、受信された信号の各々のセルＩＤが同一であ
る場合、セルＩＤが同一である信号のうち受信品質が高い信号に基づいて受信品質を決定
する、
　端末、が提供される。
【発明の効果】
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【００１２】
　開示の技術によれば、受信品質の測定方法を、ユーザ装置において柔軟に設定すること
が可能となり、従って、セル毎に隣接セルの干渉を的確に測定することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】課題を説明するための図である。
【図２】実施の形態に係る無線通信システムの構成例を示す図である。
【図３】実施の形態に係る無線通信システムが行う処理手順の一例を示すシーケンス図で
ある。
【図４】測定帯域情報の設定例を示す図である。
【図５】測定帯域情報の設定例を示す図である。
【図６】同期信号の配置例を示す図である。
【図７Ａ】同期信号及び参照信号の配置例（時間多重）を示す図である。
【図７Ｂ】同期信号及び参照信号の配置例（時間多重）を示す図である。
【図８】同期信号及び参照信号の配置例（周波数多重）を示す図である。
【図９】ビームスイーピングを示す図である。
【図１０】実施の形態に係るユーザ装置の機能構成の一例を示す図である。
【図１１】実施の形態に係る基地局の機能構成の一例を示す図である。
【図１２】実施の形態に係るユーザ装置及び基地局のハードウェア構成の一例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、以下で説明する実施の形
態は一例に過ぎず、本発明が適用される実施の形態は、以下の実施の形態に限られるわけ
ではない。例えば、本実施の形態に係る無線通信システムはＬＴＥ（５Ｇを含む）に準拠
した方式のシステムを想定しているが、本発明はＬＴＥ（５Ｇを含む）に限定されるわけ
ではなく、他の方式にも適用可能である。なお、本明細書及び特許請求の範囲において、
「ＬＴＥ」は、３ＧＰＰのリリース８、又は９に対応する通信方式のみならず、３ＧＰＰ
のリリース１０、１１、１２、１３、又はリリース１４以降に対応する第５世代の通信方
式も含む広い意味で使用する。
【００１５】
　＜システム構成＞
　図２は、実施の形態に係る無線通信システムの構成例を示す図である。図２に示すよう
に、本実施の形態に係る無線通信システムは、基地局ｅＮＢとユーザ装置ＵＥを含む。図
２には、基地局ｅＮＢとユーザ装置ＵＥが１つずつ示されているが、これは例であり、そ
れぞれ複数あってもよい。
【００１６】
　基地局ｅＮＢ及びユーザ装置ＵＥは、ＬＴＥ及び５ＧのＮｅｗＲＡＴ（ＮＲ）の両方を
サポートしていてもよいし、５ＧのＮｅｗＲＡＴ（ＮＲ）のみをサポートしていてもよい
し、ＬＴＥのみをサポートしていてもよい。
【００１７】
　＜処理手順＞
　図３は、実施の形態に係る無線通信システムが行う処理手順の一例を示すシーケンス図
である。
【００１８】
　ステップＳ１１で、基地局ｅＮＢは、受信品質を測定する周波数範囲を指示する測定帯
域情報（以下、「測定帯域情報」と呼ぶ）をユーザ装置ＵＥに送信する。なお、基地局ｅ
ＮＢは、ユーザ装置ＵＥがＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態である場合、測定帯域情報を
ＲＲＣメッセージを用いてユーザ装置ＵＥに送信するようにしてもよい。また、ユーザ装
置ＵＥがＲＲＣ　Ｉｄｌｅ状態である場合に測定帯域情報を受信可能にするため、測定帯
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域情報を報知情報を用いて送信（ブロードキャスト）しておくようにしてもよい。図４に
、測定帯域情報の設定例を示す。図４に示すように、測定帯域情報には任意の周波数範囲
を設定可能である。周波数範囲は、ＲＢのインデックスを用いて表現されてもよい。例え
ば、システム帯域全体に対して予めＲＢ毎にインデックス（例えば、周波数が低い順にＲ
Ｂ＃０～ＲＢ＃１００など）が付与されている場合、周波数範囲は、例えばＲＢ＃１０～
ＲＢ＃２０というように表現されてもよい。
【００１９】
　なお、周波数範囲はどのように設定されてもよいが、隣接セルからの干渉を適切に測定
可能な周波数（図１で説明した問題が生じない周波数）に設定されるのが望ましい。また
、ユーザ装置ＵＥの消費電力を抑えるために、周波数範囲の幅（測定帯域幅）は、ある程
度狭い帯域幅に設定されるのが望ましい。
【００２０】
　ステップＳ１２で、ユーザ装置ＵＥは、基地局ｅＮＢから受信した測定帯域情報で指示
される周波数範囲でセルの受信品質の測定を行う。なお、受信品質は、ＲＳＲＱ、ＲＳＲ
Ｐ、ＲＳＳＩ、又はＳＩＮＲであってもよいし、これらの一部又は全部であってもよい。
【００２１】
　受信品質の測定はどのような方法で行われてもよいが、ユーザ装置ＵＥは、例えば、測
定帯域情報で指示される周波数範囲にマッピングされる参照信号又は同期信号のいずれか
一方を用いて受信品質の測定を行うようにしてもよい。当該参照信号は、ＵＥ固有の参照
信号であってもよいし、セル固有の参照信号であってもよい。同様に、当該同期信号は、
ＵＥ固有の同期信号（ＳＳ）であってもよいし、セル固有の同期信号（ＳＳ）であっても
よい。
【００２２】
　また、ユーザ装置ＵＥは、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態である場合と、ＲＲＣ　Ｉ
ｄｌｅ状態である場合とで、受信品質の測定方法を変えるようにしてもよい。例えば、Ｒ
ＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態である場合、ユーザ装置ＵＥは、ＵＥ固有の参照信号又は
ＵＥ固有の同期信号を用いて受信品質の測定を行い、ＲＲＣ　Ｉｄｌｅ状態である場合、
ユーザ装置ＵＥは、セル固有の参照信号又はセル固有の同期信号を用いて受信品質の測定
を行うようにしてもよい。
【００２３】
　ステップＳ１３で、ユーザ装置ＵＥは、受信品質の測定結果を基地局ｅＮＢに報告する
。
【００２４】
　以上、実施の形態に係る無線通信システムが行う処理手順について説明した。本処理手
順により、隣接セルの干渉を考慮した測定帯域の設定が可能になる。また、システム帯域
幅が広い場合であっても、測定帯域幅を抑えることが可能になり、受信品質の測定に伴う
ユーザ装置ＵＥの消費電力を抑えることが可能になる。
【００２５】
　なお、ステップＳ１１の処理手順で基地局ｅＮＢからユーザ装置ＵＥに送信される測定
帯域情報には、図５に示すように、複数の周波数範囲が設定されていてもよい。この場合
、ステップＳ１２の処理手順で、ユーザ装置ＵＥは、複数の周波数範囲の各々について受
信品質の測定を行う。なお、ユーザ装置ＵＥは、ステップＳ１３の処理手順で、測定した
各々の受信品質を基地局ｅＮＢに報告するようにしてもよいし、測定した各々の受信品質
の平均値を基地局ｅＮＢに報告するようにしてもよい。図５の例では、サブバンド＃１、
サブバンド＃２、及びサブバンド＃３の３つの周波数範囲が設定されており、ユーザ装置
ＵＥは、サブバンド＃１、サブバンド＃２、及びサブバンド＃３について受信品質を測定
し、測定した受信品質を基地局ｅＮＢに報告することになる。
【００２６】
　これにより、システム帯域が広く、隣接セルの干渉が周波数によって異なるような場合
であっても、ユーザ装置ＵＥの消費電力を抑えつつ、受信品質の測定を適切に行うことが
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可能になる。
【００２７】
　また、ユーザ装置ＵＥは、アタッチ時などのタイミングで、複数の周波数範囲が設定さ
れた測定帯域情報を受信して受信品質の測定を行う能力を有するか否かを示す能力情報（
例えば、UE Capability Information）を基地局ｅＮＢに送信するようにしてもよい。こ
れにより、基地局ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥが能力を有している場合にのみ、複数の周波
数範囲が設定された測定帯域情報をユーザ装置ＵＥに送信することが可能になる。
【００２８】
　（同期信号及び参照信号について）　ステップＳ１２において、同期信号（セル固有の
同期信号）及び／又は参照信号（セル固有の参照信号）を用いた受信品質の測定を、ＲＲ
Ｃ　Ｉｄｌｅ状態のユーザ装置ＵＥに実行させるために、基地局ｅＮＢは、測定帯域情報
で指示する測定帯域で、予め同期信号及び／又は参照信号を送信しておく必要がある。し
かしながら、従来のＬＴＥの規定では、同期信号はシステム帯域内の中心の６ＲＢで送信
されることが固定的に規定されている。従って、本実施の形態を実現するためには、基地
局ｅＮＢが、品質測定に用いられる同期信号及び参照信号をシステム帯域内の任意の帯域
で送信可能にする仕組みが必要になる。
【００２９】
　［同期信号について］
　本実施の形態では、基地局ｅＮＢは、図６に示すように、同期信号をシステム帯域内の
任意の帯域で送信するとともに、同期信号と同一の帯域又は所定のオフセット分ずれた帯
域で、キャリアの中心周波数及び／又はシステム帯域幅を含む報知情報（Master Informa
tion Block（ＭＩＢ））を送信しておく。所定のオフセットは、予め標準仕様で定められ
ていてもよい。また、同期信号の信号系列とオフセット値との対応関係を予め標準仕様で
定めておき、ユーザ装置ＵＥは、受信した同期信号の信号系列からオフセット値を認識す
るようにしてもよい。
【００３０】
　基地局ｅＮＢは、より具体的には、システム帯域幅を示す情報を、Physical Broadcast
 Channel（ＰＢＣＨ）で送信されるＭＩＢに含めて送信し、キャリアの中心周波数を示す
情報を、Physical Downlink Shared Channel（ＰＤＳＣＨ）で送信されるSystem Informa
tion Block（ＳＩＢ）（例えばＳＩＢ１）に含めて送信するようにしてもよい。若しくは
、基地局ｅＮＢは、キャリアの中心周波数を示す情報をＭＩＢに含めて送信し、システム
帯域幅を示す情報をＳＩＢ（例えばＳＩＢ１）に含めて送信するようにしてもよい。また
、基地局ｅＮＢは、システム帯域幅を示す情報及びキャリアの中心周波数を示す情報を、
ＭＩＢに含めて送信するようにしてもよい。なお、ＳＩＢが送信される無線リソースの位
置（時間リソース及び周波数リソース）を示す情報は、ＭＩＢに含まれている。
【００３１】
　基地局ｅＮＢは、同期信号を、従来のＬＴＥと同様に６ＰＲＢで送信するようにしても
よいし、これに限定されず、６ＰＲＢ以外の帯域幅で送信するようにしてもよい。
【００３２】
　これにより、ユーザ装置ＵＥは、セルサーチにより同期信号を検出した後、報知情報を
受信することで、キャリアの中心周波数とシステム帯域幅とを認識することが可能になる
。また、ユーザ装置ＵＥは、同期信号がシステム帯域のうちどの位置に存在するのかを認
識することが可能になる。
【００３３】
　［参照信号について］
　基地局ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥが受信品質の測定に用いる参照信号（例えばＣＲＳ（
Cell Specific Reference Signal）を、同期信号と同一帯域で時間多重して送信するよう
にしてもよい。図７Ａに、同期信号と参照信号とが同一帯域で時間多重されて送信される
様子を示す。また、図７Ｂに、同期信号と参照信号とが時間多重される際のリソースマッ
ピングの一例を示す。同期信号が送信されるスロット内で参照信号が送信されるシンボル
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（又はリソースエレメント）は、予め標準仕様等で定められていてもよいし、同期信号の
系列に基づき一意に決定されるようにしてもよい。
【００３４】
　また、基地局ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥが受信品質の測定に用いる参照信号を、同期信
号とは異なる帯域で送信するようにしてもよい。図８に、同期信号と３つの参照信号とが
、それぞれ異なる帯域で送信される様子を示す。基地局ｅＮＢは、各参照信号が送信され
る帯域（周波数リソース）を示す情報をＭＩＢに含めて送信するようにしてもよいし、Ｓ
ＩＢ（例えばＳＩＢ１）に含めて送信するようにしてもよい。また、参照信号が送信され
るシンボル（又はリソースエレメント）は、予め標準仕様等で定められていてもよいし、
同期信号の系列に基づき一意に決定されるようにしてもよい。これにより、ユーザ装置Ｕ
Ｅは、セルサーチにより同期信号を検出した後、報知情報を受信することで、受信品質の
測定に用いる参照信号が送信されるリソースを認識することができる。
【００３５】
　また、セル再選択（Cell reselection）を行うユーザ装置ＵＥが、各参照信号が送信さ
れるリソースを認識できるようにするため、基地局ｅＮＢは、更に、再選択先のセルにお
いて各参照信号が送信される帯域（周波数リソース）を示す情報を、特定のＳＩＢ（例え
ばＳＩＢ３及びＳＩＢ５）に含めて送信するようにしてもよい。また、再選択先のセルに
おいて参照信号が送信されるシンボル（又はリソースエレメント）は、予め標準仕様等で
定められていてもよいし、同期信号の系列に基づき一意に決定されるようにしてもよい。
ユーザ装置ＵＥは、特定のＳＩＢで当該情報を受信することで、再選択先のセルで、受信
品質の測定に用いるべき参照信号が送信されるリソースを認識することができる。
【００３６】
　（ビームフォーミングが行われる場合の受信品質の測定方法について）
　５Ｇでは、従来のＬＴＥで用いられる周波数よりも高い周波数帯（例えば６ＧＨｚ以上
）が用いられることが想定されている。高い周波数帯が用いられると一般的にはカバレッ
ジが狭くなる。そこで、３ＧＰＰでは、セル内で複数の狭いビームを送信するとともに、
ビーム方向を時間の経過に従って順次切替えることで、３６０度のエリア全体でカバレッ
ジを確保する、ビームスイーピング（Beam sweeping）と呼ばれる技術が提案されている
。例えば、図９の例では、基地局から右方向に複数の狭いビーム（Narrow beam）で信号
が送信されている。基地局は、当該複数の狭いビームの送信方向を、時間の経過に従って
、上方向、左方向、下方向といったように順次切り替えることで、３６０度全体で信号を
送信する。ビーム送信方向を切替える時間間隔について、例えば、１サブフレーム（ＬＴ
Ｅでは１ｍｓ）内で、３６０度全体に信号が送信されるようにビーム送信方向を切替える
ことが提案されている。
【００３７】
　ここで、従来のＬＴＥでは、待ち受け状態（RRC Idle Mode）のユーザ装置ＵＥは、自
身の状態遷移に応じて、セル選択又はセル再選択を行う。セル選択とは、所定の周波数を
スキャンすることで発見されたセルのうち、セル選択基準（Cell selection criterion S
）を満たすセルの中から受信品質が最も高いセル（最強セル：Strongest cell）を選択す
ることである。セル選択基準は、３ＧＰＰ仕様書（非特許文献１）によれば、以下に示す
式１で定義される。また、式１で用いられるSrxlevは式２で定義され、Squalは式３で定
義される。
【００３８】
　Srxlev > 0  AND  Squal > 0　（式１）
　Srxlev = Qrxlevmeas - (Qrxlevmin + Qrxlevminoffset) - Pcompensation - Qoffsett
emp　（式２）
　Squal = Qqualmeas - (Qqualmin + Qqualminoffset) - Qoffsettemp　（式３）
　Srxlevは、受信レベルの値（RX level value）である。Squalは、受信品質の値（quali
ty value）である。Qrxlevmeasは、測定したセルの受信レベル（RSRP）の値である。Qqua
lmeasは、測定したセルの受信品質（RSRQ）の値である。Qrxlevminは、要求される受信レ
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ベルの最小値である。Qqualminは、要求される受信品質の最小値である。Qrxlevminoffse
t、Qqualminoffset及びQoffsettempは、それぞれ所定のオフセット値である。Pcompensat
ionは、ユーザ装置ＵＥの上り送信電力に関する補正値である。
【００３９】
　セル再選択とは、所定の周波数をスキャンすることで発見されたセルのうち、上述のセ
ル選択基準（Cell selection criterion S）を満たすセルを、セルランキング基準（Cell
 ranking criterion R）を用いて順位づけし、最もランクの高いセル（ベストセル：best
 cell）を選択することである。セルランキング基準は、３ＧＰＰ仕様書（非特許文献１
）によれば、以下に示す式４及び式５で定義される。なお、式４はサービングセル、式５
は隣接セルに適用される。
【００４０】
　Rs = Qmeas,s + QHyst - Qoffsettemp　（式４）
　Rn = Qmeas,n - Qoffset - Qoffsettemp　（式５）
　Qmeasは、ＲＳＲＰの値である。より具体的には、Qmeas,sは、サービングセルのＲＳＲ
Ｐの値であり、Qmeas,nは隣接セルのＲＳＲＰの値である。QHyst及びQoffsettempはそれ
ぞれ所定のオフセット値である。
【００４１】
　上述したビームスイーピングが行われる場合、同一の基地局ｅＮＢから複数のビームが
送信されることになる。ここで、基地局ｅＮＢは、図９に示すように、複数のビームの各
々で、同一のセルＩＤ（PCI：Physical cell id）を用いて同期信号（セル固有の同期信
号）及び参照信号（セル固有の参照信号）を送信することが想定される。また、基地局ｅ
ＮＢは、報知情報（ＭＩＢ、ＳＩＢ）についても、複数のビームの各々で同一の情報が送
信することが想定される。この場合、従来のＬＴＥの仕組みに従うと、複数のビームを受
信したユーザ装置ＵＥは、同一のセルＩＤを有するセルが複数存在しているものと誤認識
する可能性がある。
【００４２】
　そこで、ユーザ装置ＵＥは、測定対象のセルにおいて、同一のセルＩＤを有する複数の
ビームを受信した場合、複数のビームの中で送信される信号（同期信号又は参照信号）を
測定し、測定した各ビームの受信品質のうち最も高い受信品質（例えば、ＲＳＲＰ／ＲＳ
ＲＱ／ＲＳ－ＳＩＮＲ／その他の測定指標）を、測定対象のセルの受信品質とみなすよう
にしてもよい。
【００４３】
　この場合、上述の式２及び式３において、Qrxlevmeasは、測定したセルの中で（又は同
一のセルＩＤを有するビームの中で）、最も受信レベル（RSRP）の高いビームの受信レベ
ル（RSRP）の値と規定されてもよい。また、Qqualmeasは、測定したセルの中で（又は同
一のセルＩＤを有するビームの中で）、最も受信品質（RSRQ）の高いビームの受信品質（
RSRQ）の値と規定されてもよい。また、上述の式４及び式５において、Qmeasは、測定し
たセルの中で（又は同一のセルＩＤを有するビームの中で）、最も受信レベル（RSRP）の
高いビームの受信レベル（RSRP）の値と規定されてもよい。
【００４４】
　また、他の方法として、ユーザ装置ＵＥは、測定対象のセルにおいて、同一のセルＩＤ
を有する複数のビームを受信した場合、複数のビームの中で送信される信号（同期信号又
は参照信号）を測定し、測定した各ビームの受信品質（例えば、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ／Ｒ
Ｓ－ＳＩＮＲ／その他の測定指標）の平均値を、測定対象のセルの受信品質とみなすよう
にしてもよい。
【００４５】
　この場合、上述の式２及び式３において、Qrxlevmeasは、測定したセルの中で（又は同
一のセルＩＤを有するビームの中で）、各ビームの受信レベル（RSRP）の平均値と規定さ
れてもよい。また、Qqualmeasは、測定したセルの中で（又は同一のセルＩＤを有するビ
ームの中で）、各ビームの受信品質（RSRQ）の平均値と規定されてもよい。また、上述の



(9) JP 6937295 B2 2021.9.22

10

20

30

40

50

式４及び式５において、Qmeasは、測定したセルの中で（又は同一のセルＩＤを有するビ
ームの中で）、各ビームの受信レベル（RSRP）の平均値と規定されてもよい。
【００４６】
　なお、以上の説明において、セルＩＤを、ＥＣＧＩ（Evolved Cell Global Identifier
）に置き換えてもよい。また、式１～式５において、ＲＳＲＰ及びＲＳＲＱのいずれか一
方又は両方に代えて、ＲＳ－ＳＩＮＲ又はその他の測定指標を用いるようにしてもよい。
【００４７】
　以上の説明において、「ビーム」は、「プリコードされた信号」と称されてもよいし、
特定のアンテナポートから送信される信号」と称されてもよい。なお、アンテナポートは
、３ＧＰＰで規定されている論理的なアンテナポートを意味する。また、特定のアンテナ
ポートは、例えば、ビームスイーピングを行うために規定されるアンテナポートであって
もよい。
【００４８】
　以上説明した測定方法によれば、ビームスイーピングが行われる場合であっても、受信
品質の測定を適切に行うことが可能になる。
【００４９】
　＜機能構成＞
　以下、本発明の実施の形態の動作を実行するユーザ装置ＵＥの機能構成例を説明する。
【００５０】
　（ユーザ装置）
　図１０は、実施の形態に係るユーザ装置の機能構成の一例を示す図である。図１０に示
すように、ユーザ装置ＵＥは、信号送信部１０１、信号受信部１０２、記憶部１０３、及
び測定部１０４を備える。なお、図１０は、ユーザ装置ＵＥにおいて本発明に特に関連す
る機能部のみを示すものであり、ユーザ装置ＵＥは、少なくともＬＴＥ（５Ｇを含む）に
準拠した動作を行うための図示しない機能も有するものである。
【００５１】
　信号送信部１０１は、ユーザ装置ＵＥから送信されるべき上位のレイヤの信号から、物
理レイヤの各種信号を生成し、無線送信する機能を含む。信号受信部１０２は、基地局ｅ
ＮＢから各種の信号を無線受信し、受信した物理レイヤの信号からより上位のレイヤの信
号を取得する機能を含む。また、信号受信部１０２は、システム帯域幅のうち、受信品質
を測定する周波数範囲を指示する測定帯域情報を、基地局ｅＮＢから受信し、受信した測
定帯域情報を記憶部１０３に格納する。なお、測定帯域情報には、複数の周波数範囲が含
まれていてもよい。また、信号受信部１０２は、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態である
場合、測定帯域情報を、ＲＲＣメッセージを介して基地局ｅＮＢから受信し、ＲＲＣ　Ｉ
ｄｌｅ状態である場合、測定帯域情報を、報知情報を介して基地局ｅＮＢから受信するよ
うにしてもよい。
【００５２】
　記憶部１０３は、基地局ｅＮＢから受信した測定帯域情報を記憶する機能を有する。
【００５３】
　測定部１０４は、測定帯域情報で指示される周波数範囲で受信品質の測定を行う機能を
有する。また、測定部１０４は、測定帯域情報で指示される周波数範囲にマッピングされ
る参照信号又は同期信号のいずれか一方を用いて受信品質の測定を行うようにしてもよい
。また、測定部１０４は、測定帯域情報で指示される周波数範囲において、複数のビーム
（特定のアンテナポート）から送信される信号の各々が受信され、かつ、受信された信号
の各々に含まれるセルＩＤが同一である場合、セルＩＤが同一である信号のうち受信品質
が高い信号を、測定された受信品質とみなすようにしてもよい。
【００５４】
　（基地局）
　図１１は、実施の形態に係る基地局の機能構成の一例を示す図である。図１１に示すよ
うに、基地局ｅＮＢは、信号送信部２０１、信号受信部２０２、及び通知部２０３を備え
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る。なお、図１１は、基地局ｅＮＢにおいて本発明に特に関連する機能部のみを示すもの
であり、基地局ｅＮＢは、少なくともＬＴＥ（５Ｇを含む）に準拠した動作を行うための
図示しない機能も有するものである。
【００５５】
　信号送信部２０１は、基地局ｅＮＢから送信されるべき上位のレイヤの信号から、物理
レイヤの各種信号を生成し、無線送信する機能を含む。信号受信部２０２は、ユーザ装置
ＵＥから各種の無線信号を受信し、受信した物理レイヤの信号からより上位のレイヤの信
号を取得する機能を含む。また、信号送信部２０１は、システム帯域のうち、測定帯域情
報で指示される周波数範囲で同期信号を送信するとともに、システム帯域幅を示す情報及
び／又はキャリアの中心周波数を示す情報を含むＭＩＢを送信する機能を含む。また、信
号送信部２０１は、システム帯域のうち、測定帯域情報で指示される周波数範囲で同期信
号を送信するとともに、システム帯域幅を示す情報を含むＭＩＢとキャリアの中心周波数
を示す情報を含むＳＩＢとを送信するようにしてもよい。また、信号送信部２０１は、シ
ステム帯域のうち、測定帯域情報で指示される周波数範囲で同期信号を送信するとともに
、キャリアの中心周波数を示す情報を含むＭＩＢとシステム帯域幅を示す情報を含むＳＩ
Ｂとを送信するようにしてもよい。
【００５６】
　通知部２０３は、システム帯域幅のうち、ユーザ装置ＵＥに受信品質を測定させる周波
数範囲を指示する測定帯域情報を、ユーザ装置ＵＥに通知する機能を含む。
【００５７】
　＜ハードウェア構成＞
　上記実施の形態の説明に用いたブロック図（図１０及び図１１）は、機能単位のブロッ
クを示している。これらの機能ブロック（構成部）は、ハードウェア及び／又はソフトウ
ェアの任意の組み合わせによって実現される。また、各機能ブロックの実現手段は特に限
定されない。すなわち、各機能ブロックは、物理的及び／又は論理的に結合した１つの装
置により実現されてもよいし、物理的及び／又は論理的に分離した２つ以上の装置を直接
的及び／又は間接的に（例えば、有線及び／又は無線）で接続し、これら複数の装置によ
り実現されてもよい。
【００５８】
　例えば、実施の形態におけるユーザ装置ＵＥ及び基地局ｅＮＢは、本発明の測定方法の
処理を行うコンピュータとして機能してもよい。図１２は、実施の形態に係るユーザ装置
及び基地局のハードウェア構成の一例を示す図である。上述のユーザ装置ＵＥ及び基地局
ｅＮＢは、物理的には、プロセッサ１００１、メモリ１００２、ストレージ１００３、通
信装置１００４、入力装置１００５、出力装置１００６、バス１００７などを含むコンピ
ュータ装置として構成されてもよい。
【００５９】
　なお、以下の説明では、「装置」という文言は、回路、デバイス、ユニットなどに読み
替えることができる。ユーザ装置ＵＥ及び基地局ｅＮＢのハードウェア構成は、図に示し
た各装置を１つ又は複数含むように構成されてもよいし、一部の装置を含まずに構成され
てもよい。
【００６０】
　ユーザ装置ＵＥ及び基地局ｅＮＢにおける各機能は、プロセッサ１００１、メモリ１０
０２などのハードウェア上に所定のソフトウェア（プログラム）を読み込ませることで、
プロセッサ１００１が演算を行い、通信装置１００４による通信、メモリ１００２及びス
トレージ１００３におけるデータの読み出し及び／又は書き込みを制御することで実現さ
れる。
【００６１】
　プロセッサ１００１は、例えば、オペレーティングシステムを動作させてコンピュータ
全体を制御する。プロセッサ１００１は、周辺装置とのインターフェース、制御装置、演
算装置、レジスタなどを含む中央処理装置（ＣＰＵ：Central　Processing　Unit）で構
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成されてもよい。例えば、ユーザ装置ＵＥの信号送信部１０１、信号受信部１０２、記憶
部１０３、及び測定部１０４、基地局ｅＮＢの信号送信部２０１、信号受信部２０２、及
び通知部２０３は、プロセッサ１００１で実現されてもよい。
【００６２】
　また、プロセッサ１００１は、プログラム（プログラムコード）、ソフトウェアモジュ
ール又はデータを、ストレージ１００３及び／又は通信装置１００４からメモリ１００２
に読み出し、これらに従って各種の処理を実行する。プログラムとしては、上述の実施の
形態で説明した動作の少なくとも一部をコンピュータに実行させるプログラムが用いられ
る。例えば、ユーザ装置ＵＥの信号送信部１０１、信号受信部１０２、記憶部１０３、及
び測定部１０４、基地局ｅＮＢの信号送信部２０１、信号受信部２０２、及び通知部２０
３は、メモリ１００２に格納され、プロセッサ１００１で動作する制御プログラムによっ
て実現されてもよく、他の機能ブロックについても同様に実現されてもよい。上述の各種
処理は、１つのプロセッサ１００１で実行される旨を説明してきたが、２以上のプロセッ
サ１００１により同時又は逐次に実行されてもよい。プロセッサ１００１は、１以上のチ
ップで実装されてもよい。なお、プログラムは、電気通信回線を介してネットワークから
送信されても良い。
【００６３】
　メモリ１００２は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、Read　Only
　Memory（ＲＯＭ）、Erasable　Programmable　ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、Electrically E
rasable Programmable ＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、Random　Access　Memory（ＲＡＭ）な
どの少なくとも１つで構成されてもよい。メモリ１００２は、レジスタ、キャッシュ、メ
インメモリ（主記憶装置）などと呼ばれてもよい。メモリ１００２は、実施の形態に係る
測定方法を実施するために実行可能なプログラム（プログラムコード）、ソフトウェアモ
ジュールなどを保存することができる。
【００６４】
　ストレージ１００３は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、Compac
t　Disc　ＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）などの光ディスク、ハードディスクドライブ、フレキ
シブルディスク、光磁気ディスク（例えば、コンパクトディスク、デジタル多用途ディス
ク、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク）、スマートカード、フラッシュメモリ（例え
ば、カード、スティック、キードライブ）、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気スト
リップなどの少なくとも１つで構成されてもよい。ストレージ１００３は、補助記憶装置
と呼ばれてもよい。上述の記憶媒体は、例えば、メモリ１００２及び／又はストレージ１
００３を含むデータベース、サーバその他の適切な媒体であってもよい。
【００６５】
　通信装置１００４は、有線及び／又は無線ネットワークを介してコンピュータ間の通信
を行うためのハードウェア（送受信デバイス）であり、例えばネットワークデバイス、ネ
ットワークコントローラ、ネットワークカード、通信モジュールなどともいう。例えば、
ユーザ装置ＵＥの信号送信部１０１、及び、信号受信部１０２、基地局ｅＮＢの信号送信
部２０１、及び、信号受信部２０２は、通信装置１００４で実現されてもよい。
【００６６】
　入力装置１００５は、外部からの入力を受け付ける入力デバイス（例えば、キーボード
、マウス、マイクロフォン、スイッチ、ボタン、センサなど）である。出力装置１００６
は、外部への出力を実施する出力デバイス（例えば、ディスプレイ、スピーカー、LEDラ
ンプなど）である。なお、入力装置１００５及び出力装置１００６は、一体となった構成
（例えば、タッチパネル）であってもよい。
【００６７】
　また、プロセッサ１００１及びメモリ１００２などの各装置は、情報を通信するための
バス１００７で接続される。バス１００７は、単一のバスで構成されてもよいし、装置間
で異なるバスで構成されてもよい。
【００６８】
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　また、ユーザ装置ＵＥ及び基地局ｅＮＢは、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ：Digital　Signal　Processor）、Application　Specific　Integrated　C
ircuit（ASIC）、Programmable　Logic　Device（PLD)、Field　Programmable　Gate　Ar
ray（FPGA）などのハードウェアを含んで構成されてもよく、当該ハードウェアにより、
各機能ブロックの一部又は全てが実現されてもよい。例えば、プロセッサ１００１は、こ
れらのハードウェアの少なくとも１つで実装されてもよい。
【００６９】
　＜まとめ＞
　以上、実施の形態によれば、基地局及びユーザ装置を有する無線通信システムにおける
ユーザ装置であって、システム帯域幅のうち、受信品質を測定する周波数範囲を指示する
測定帯域情報を、前記基地局から受信する受信部と、前記測定帯域情報で指示される前記
周波数範囲で受信品質の測定を行う測定部と、を有するユーザ装置が提供される。このユ
ーザ装置ＵＥによれば、受信品質の測定方法を、当該ユーザ装置において柔軟に設定する
ことが可能であり、従って、セル毎に隣接セルの干渉を的確に測定することが可能となる
。
【００７０】
　また、前記測定帯域情報には、複数の周波数範囲が含まれるようにしてもよい。これに
より、システム帯域が広く、隣接セルの干渉が周波数によって異なるような場合であって
も、ユーザ装置ＵＥの消費電力を抑えつつ、受信品質の測定を適切に行うことが可能にな
る。
【００７１】
　また、前記受信部は、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態である場合、前記測定帯域情報
を、ＲＲＣメッセージを介して前記基地局から受信し、ＲＲＣ　Ｉｄｌｅ状態である場合
、前記測定帯域情報を、報知情報を介して前記基地局から受信するようにしてもよい。こ
れにより、ユーザ装置ＵＥは、ＲＲＣの状態に応じて、測定帯域情報の取得方法を変更す
ることが可能になる。
【００７２】
　また、前記測定部は、前記測定帯域情報で指示される周波数範囲にマッピングされる参
照信号又は同期信号のいずれか一方を用いて受信品質の測定を行うようにしてもよい。こ
れにより、ユーザ装置ＵＥは、参照信号又は同期信号を用いて受信品質の測定を行うこと
が可能になる。
【００７３】
　また、前記測定部は、前記測定帯域情報で指示される周波数範囲において、複数の特定
のアンテナポートから送信される信号の各々が受信され、かつ、受信された信号の各々に
含まれるセルＩＤが同一である場合、セルＩＤが同一である信号のうち受信品質が高い信
号を、測定された受信品質とみなすようにしてもよい。これにより、ユーザ装置ＵＥは、
ビームスイーピングが行われる場合であっても、受信品質の測定を適切に行うことが可能
になる。
【００７４】
　また、実施の形態によれば、基地局及びユーザ装置を有する無線通信システムにおける
基地局であって、システム帯域幅のうち、前記ユーザ装置に受信品質を測定させる周波数
範囲を指示する測定帯域情報を、前記ユーザ装置に通知する通知部と、前記周波数範囲で
同期信号を送信するとともに、前記システム帯域幅を示す情報又はキャリアの中心周波数
を示す情報を含むMaster Information Block、ＭＩＢ、を送信する送信部と、を有し、前
記送信部は、前記ＭＩＢを、前記周波数範囲と同一の周波数範囲、又は、前記周波数範囲
から所定のオフセット分ずれた周波数範囲で送信する、基地局が提供される。この基地局
ｅＮＢにより、受信品質の測定方法を、ユーザ装置において柔軟に設定することが可能と
なり、従って、セル毎に隣接セルの干渉を的確に測定することが可能となる。
【００７５】
　また、実施の形態によれば、基地局及びユーザ装置を有する無線通信システムにおける
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ユーザ装置が実行する測定方法であって、システム帯域幅のうち、受信品質を測定する周
波数範囲を指示する測定帯域情報を、前記基地局から受信するステップと、前記測定帯域
情報で指示される前記周波数範囲で受信品質の測定を行うステップと、を有する測定方法
が提供される。この測定方法により、受信品質の測定方法を、ユーザ装置において柔軟に
設定することが可能となり、従って、セル毎に隣接セルの干渉を的確に測定することが可
能となる。
【００７６】
　＜実施形態の補足＞
　基地局ｅＮＢは、当業者によって、NodeB（ＮＢ）、基地局、ベースステーション（Bas
e Station）、ｇＮＢ、またはいくつかの他の適切な用語で称されてもよい。
【００７７】
　測定帯域情報の送信は、本明細書で説明した態様／実施形態に限られず、他の方法で行
われてもよい。例えば、測定帯域情報の送信は、物理レイヤシグナリング（例えば、Down
link　Control　Information（ＤＣＩ）、Uplink　Control　Information（ＵＣＩ））、
Medium　Access　Control（ＭＡＣ）シグナリング、その他の信号又はこれらの組み合わ
せによって実施されてもよい。また、ＲＲＣメッセージは、ＲＲＣシグナリングと0呼ば
れてもよい。また、ＲＲＣメッセージは、例えば、ＲＲＣ接続セットアップ（RRC Connec
tion Setup）メッセージ、ＲＲＣ接続再構成（RRC Connection Reconfiguration）メッセ
ージなどであってもよい。
【００７８】
　本明細書で説明した実施の形態は、Long　Term　Evolution（ＬＴＥ）、LTE-Advanced
（ＬＴＥ－Ａ）、ＳＵＰＥＲ　３Ｇ、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ、４Ｇ、５Ｇ、Future　
Radio　Access（ＦＲＡ）、Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標）、ＧＳＭ（登録商標）、ＣＤＭＡ
２０００、Ultra　Mobile　Broadband（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ
）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、Ultra-WideBand
（ＵＷＢ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、その他の適切なシステムを利用するシス
テム及び／又はこれらに基づいて拡張された次世代システムに適用されてもよい。
【００７９】
　判定又は判断は、１ビットで表される値（０か１か）によって行われてもよいし、真偽
値（Boolean：trueまたはfalse）によって行われてもよいし、数値の比較（例えば、所定
の値との比較）によって行われてもよい。
【００８０】
　なお、本明細書で説明した用語及び／又は本明細書の理解に必要な用語については、同
一の又は類似する意味を有する用語と置き換えてもよい。例えば、チャネル及び／又はシ
ンボルは信号（シグナル）であってもよい。また、信号はメッセージであってもよい。
【００８１】
　ＵＥは、当業者によって、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス
ユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信
デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤ
レス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、
クライアント、またはいくつかの他の適切な用語で呼ばれる場合もある。
【００８２】
　本明細書で説明した各態様／実施形態は単独で用いてもよいし、組み合わせて用いても
よいし、実行に伴って切り替えて用いてもよい。また、所定の情報の通知（例えば、「Ｘ
であること」の通知）は、明示的に行うものに限られず、暗黙的（例えば、当該所定の情
報の通知を行わない）ことによって行われてもよい。
【００８３】
　本明細書で使用する「判断(determining)」、「決定(determining)」という用語は、多
種多様な動作を包含する場合がある。「判断」、「決定」は、例えば、計算(calculating
)、算出(computing)、処理(processing)、導出(deriving)、調査(investigating)、探索(
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looking up)（例えば、テーブル、データベースまたは別のデータ構造での探索）、確認(
ascertaining)した事を「判断」「決定」したとみなす事などを含み得る。また、「判断
」、「決定」は、受信(receiving)（例えば、情報を受信すること）、送信(transmitting
)(例えば、情報を送信すること)、入力(input)、出力(output)、アクセス(accessing)（
例えば、メモリ中のデータにアクセスすること）した事を「判断」「決定」したとみなす
事などを含み得る。また、「判断」、「決定」は、解決(resolving)、選択(selecting)、
選定(choosing)、確立(establishing)、比較(comparing)などした事を「判断」「決定」
したとみなす事を含み得る。つまり、「判断」「決定」は、何らかの動作を「判断」「決
定」したとみなす事を含み得る。
【００８４】
　本明細書で使用する「に基づいて」という記載は、別段に明記されていない限り、「の
みに基づいて」を意味しない。言い換えれば、「に基づいて」という記載は、「のみに基
づいて」と「に少なくとも基づいて」の両方を意味する。
【００８５】
　本明細書で説明した実施形態の処理手順、シーケンス、フローチャートなどは、矛盾の
無い限り、順序を入れ替えてもよい。例えば、本明細書で説明した方法については、例示
的な順序で様々なステップの要素を提示しており、提示した特定の順序に限定されない。
【００８６】
　入出力された情報等は特定の場所（例えば、メモリ）に保存されてもよいし、管理テー
ブルで管理してもよい。入出力される情報等は、上書き、更新、または追記され得る。出
力された情報等は削除されてもよい。入力された情報等は他の装置へ送信されてもよい。
【００８７】
　所定の情報の通知（例えば、「Ｘであること」の通知）は、明示的に行うものに限られ
ず、暗黙的（例えば、当該所定の情報の通知を行わない）ことによって行われてもよい。
【００８８】
　本明細書で説明した情報、信号などは、様々な異なる技術のいずれかを使用して表され
てもよい。例えば、上記の説明全体に渡って言及され得るデータ、命令、コマンド、情報
、信号、ビット、シンボル、チップなどは、電圧、電流、電磁波、磁界若しくは磁性粒子
、光場若しくは光子、又はこれらの任意の組み合わせによって表されてもよい。
【００８９】
　以上、本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、本発明が本明細書中に説
明した実施形態に限定されるものではないということは明らかである。本発明は、特許請
求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱することなく修正及び変更態様
として実施することができる。したがって、本明細書の記載は、例示説明を目的とするも
のであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【００９０】
　本国際特許出願は２０１６年５月１２日に出願した日本国特許出願第２０１６－０９６
５２４号及び２０１６年９月２９日に出願した日本国特許出願２０１６－１９２３５１号
に基づきその優先権を主張するものであり、日本国特許出願第２０１６－０９６５２４号
及び日本国特許出願第２０１６－１９２３５１号の全内容を本願に援用する。
【符号の説明】
【００９１】
ＵＥ　ユーザ装置
ｅＮＢ　基地局
１０１　信号送信部
１０２　信号受信部
１０３　記憶部
１０４　測定部
２０１　信号送信部
２０２　信号受信部
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２０３　通知部
１００１　プロセッサ
１００２　メモリ
１００３　ストレージ
１００４　通信装置
１００５　入力装置
１００６　出力装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１２】



(18) JP 6937295 B2 2021.9.22

10

20

30

フロントページの続き

前置審査

(72)発明者  武田　和晃
            東京都千代田区永田町２丁目１１番１号　山王パークタワー　株式会社ＮＴＴドコモ　知的財産部
            内
(72)発明者  寒河江　佑太
            東京都千代田区永田町２丁目１１番１号　山王パークタワー　株式会社ＮＴＴドコモ　知的財産部
            内
(72)発明者  永田　聡
            東京都千代田区永田町２丁目１１番１号　山王パークタワー　株式会社ＮＴＴドコモ　知的財産部
            内

    審査官  田部井　和彦

(56)参考文献  国際公開第２０１５／１７０４９６（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１５／１８２７４２（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１５／１１３３０９（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１６／０１３３５１（ＷＯ，Ａ１）　　
              3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Group Radio Access Network
              ; Evolved Univ，3GPP TS 36.331，V13.1.0，[検索日 2017.05.27], インターネット <URL: htt
              p://www.3gpp.org/ftp/Specs/archive/36_series/36.331/36331-d10.zip>，2016年04月01日，p.
              30-35, p.106-116, p.189, p.191, p.209，http://www.3gpp.org/ftp/Specs/archive/36_series
              /36.331/36331-d10.zip

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ＤＢ名　３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

